
北京 快捷漢語学校・中国語中国文化夏季研修プログラム参加者募集 

         2014 年 5 月 15 日 慶應義塾大学文学部 

この研修プログラムは文学部の主催する海外研修で、2014 年度極東証券寄付講座の援助を受けて行わ

れます。対象は中国語・中国文化に興味のある文学部の学部生です。研修の受け入れ先である漢語快捷

学校は、外国人に対する中国語教育において豊富な経験と実績を持っています。受講者は実際の中国生

活を体験しながら、生きた中国語を学ぶことができ、北京雑技団などの伝統文化の迫力ある舞台も堪能

できます。短期間の滞在とはいえ、日本語を学ぶ中国の学生諸君との交流も準備されており、同世代の

仲間との友情を深めることも期待できます。 

中国語のクラスは、いずれも慶應文学部必修中国語のレベルに合わせて設定されており、プレイスメ

ンステストによって「初級クラス」「中級クラス」に配属されます。なおこのプログラムは中国体験のほ

とんどない学生諸君を対象とした導入的性格をもつものですので、高い中国語能力を持つ人や、中国の

生活経験のある人は参加をご遠慮ください。 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

【概要】 

主催： 慶應義塾大学文学部。 

後援： 極東証券寄付講座。 

企画： 文学部中国語部会、東洋史学専攻、中国文学専攻。 

引率： 文学部専任教員。 

受入大学学部： 北京 快捷漢語学校。 

研修内容： ・中国語ネィティブ講師による実践的中国語「初級」「中級」コース（すべて中国語に

よる授業）。 

・総合教育科目として単位認定（1単位）。 ※履修上限の対象外。 

・万里の長城見学、伝統文化体験、雑技団見学、現地大学学生との交流会等を予定。 

宿舎： 同校舎と同じ建物内の宿泊施設。 ※宿舎には同校職員が常駐する。 

研修期間： 2014 年 8 月 17 日（日）から 2014 年 8 月 31 日（日）。 

費用概算： 航空券、学費、教材費、宿泊費、朝食代などで 20 万円程度の予定。 

 ※参加者数・航空券状況・円相場によって変わります。 

 ※昼食・夕食代、保険費は含まれません。 

手配旅行社： JTB 教育旅行社。 

応募資格： 文学部日吉中国語初級・中級に在籍の１年生、および文学部三田各専攻在籍の中国語

履修者。 

募集人数： 計 25 名程度。 

ガイダンス： 参加希望者は所属しているキャンパスでのガイダンスに必ず出席してください。 

日吉キャンパス  5 月 27 日（火）18:10～  第 4 校舎 J414 番教室 

三田キャンパス  5 月 28 日（水）18:10～  南校舎 423 番教室 

※参加が決定した人は、6月 14 日（土）14:45～16:15、8 月 2 日（土）13:00～17:00

のガイダンス（いずれも日吉）にも必ず出席してください。（場所は後日連絡） 

申込期間： 2014 年 6 月 2 日（月）から 2014 年 6 月 6 日（金）。 

応募方法： 学生部文学部係で応募用紙を受け取り、各項目記入の上、提出してください。 

※希望者多数の場合は応募書類の内容によって選抜します。 

 ※決定した参加者は、6月 11 日（水）に掲示により発表予定です。 

問合せ先：  山本英史（東洋史学専攻）eishi@flet.keio.ac.jp 

関根 謙（中国文学専攻）kensek@flet.keio.ac.jp 

須山哲治（中国文学専攻）suyama@flet.keio.ac.jp 

浅野雅樹（中国文学専攻）asanom@flet.keio.ac.jp 

 



2013 年度北京研修 参加者(文学部 1・2 年生)の声（アンケートより抜粋） 

【研修全般について】 

★行く前に思っていたよりずっと研修を楽しめたし、中国がとても好きになりました。自分で自由に行動する機会がたく

さん与えられていたのはとても恵まれていたと思います。中国についてさらに興味を持ったので、今後も中国のことを

さらに知り続けていきたいと思うと同時に、また絶対に北京を訪れたいと思いました。(1 年) 

★研修に行くにあたり私は多くの人から色々なことを言われた。当然、日中関係のことや言語、空気についてである。し

かし、実際の北京の地は何もかも友人の期待を裏切り、素晴らしい所であった。確かに、言葉に関しては多くの障害が

あったし、また空気だって日本とは少し違うように思われた。しかし、実際の中国人ということを考えた時、彼らの優

しさにどれだけ触れたことか。「謝謝」という言葉を使わない日は無かった。この感動から、私はまた行きたいと思って

いる。今回の研修に参加して本当に良かった。（1年） 

★北京に行って思ったのは、毎日メディアで中国を批判する報道を耳にするが、確かに日本と比べれば食品の安全や環境

などは悪いかもしれないが、そのメディアだけしか見ていない大半の人は、そのメディアに惑わされていると思った。

これは、日本だけでなく、中国でもそうであると思うが実際に中国に行ってみれば食べ物も美味しいし、多少日本と比

べれば空気は悪いが、良い所だと思う。また北京の人は日本人だからといって反日的行動をしたりもしなかった。（2年）

★旅行とは異なった体験ができました。私は２０人以上の中国人と話しました。『我是日本人』という会話を入れました。

嫌な思いをしたことはありませんでした。日本のマスコミの表面の報道をうのみにするのは危険だと思いました。（2年）

★参加して本当によかった。来年から文学部のみ三田キャンパスに移るが、文学部の友達がたくさんできたのでその不安

は解消された。中国人に親しみが湧いた。また中国語圏に旅行したい。（1年） 

★初めての北京で、行くまでは不安しか感じていませんでしたが、とても楽しい研修でした。北京に住みたいです。（2年）

 

【中国語の学習について】 

現地で中国語を勉強したことは自分にとって有益でしたか？ 

Ａ大変有益だった  Ｂやや有益だった  Ｃあまり有益でなかった  Ｄ有益でなかった  

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

初級 ９ ０ ０ ０ 

中級 ６ １ ０ ０ 

全体 １５（９３．８％） １ （６．３％） ０  ０ 

★中国語を外国人に教える高い技術を持った先生に教わることができる点。すべて中国語で行われる授業ですが、語彙力

の少ない私にも何を言っているかだいたい理解することができました。（1年） 

 

【中国の大学生との交流について】 

★中国人とたくさん話す機会自体が貴重でした。彼らの考え方などに触れられたのはいい収穫だったと思います。（1年）

★最も印象に残ったのは、自分たちが日本にいる間に様々なメディアから受け取る中国の印象とは大きく異なり、彼らは

日本に興味を抱き、さらには好意をもって接してくれたということ。（2年） 

 

【課外活動（雑技見学・ツアー・文化講座（切り絵・茶道・太極拳）について】 

★人ってこんなにもすごいことができるんだな、とヒヤヒヤしながらも驚かされました。すご技を見れて楽しかった。（1

年・雑技団見学） 

★実際に登ってみるといかに壮大な建造物であるかが身にしみて感じられた。中国の雄大な歴史及び自然を体験できた。

（1年・万里の長城ツアー） 

★いろんな店があったし、先生と話せて楽しかった。(2 年・路地めぐりツアー) 

★中国の伝統文化に実際にふれることができたから。（1年・切り絵） 

★いろんな種類のお茶があって、それぞれ淹れ方が違ったり、効能があったりして、それらを知ることができてとても興

味深かったから。（2年・茶道） 

★浄化された。（1年・太極拳） 
 


